
⻑崎⼤学⻑ 河野 茂

①

プラネタリーヘルス（地球の健康）と
⻑崎⼤学



⾃⼰紹介

現職

昭和49年

昭和55年〜57年
昭和60年
平成5年〜6年

平成8年
平成13年(7⽉〜8⽉)

平成18年
平成21年
平成26年
平成29年(10⽉〜）

国内学会

受賞

こうの しげる
河野 茂
⻑崎⼤学 学⻑

⻑崎⼤学医学部を卒業後、第⼆内科に⼊局、故 原 耕平 名誉教授のもとで
呼吸器感染症の研究に従事
⽶国ニューメキシコ州⽴⼤学医学部病理学教室に留学
⻑崎⼤学医学部第⼆内科 助⼿
⽶国NIH（NATIONAL INSTITUTES OF HEALTH）, NIAID（NATIONAL 
INSTITUTE OF ALLERGY AND INFECTIOUS DISEASES）に留学

⻑崎⼤学医学部第⼆内科 教授
⽶国NIH, ALBERT EINSTEIN COLLEGE OF MEDICINE, HARVARD 
UNIV., WINTHROP UNIV.,YALE UNIV.に留学
⻑崎⼤学医学部⻑
⻑崎⼤学理事（病院担当）、⻑崎⼤学病院 病院⻑
⻑崎⼤学 理事・副学⻑
⻑崎⼤学 学⻑

評議員︓⽇本環境感染学会
名誉会員︓⽇本感染症学会，⽇本呼吸器学会，⽇本化学療法学会，⽇本臨床微⽣

物学会，⽇本嫌気性菌感染症学会

⼆⽊(ふたき)賞 (平成6年度 ⽇本感染症学会)
⽇本医真菌学会賞 (平成14年度 ⽇本医真菌学会)
ISC Meritorious Membership Award (International Society of Chemotherapy 
2013)
志賀 潔・秦 佐⼋郎記念賞 (平成26年度 ⽇本化学療法学会)
Yen Award (International Congress of Chemotherapy and Infection 2017)

略歴
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⽔産学部

薬学部

環境科学部

多⽂化
社会学部

⻭学部

情報データ科学部

⼯学部

経済学部

教育学部

医学部
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⽇本最古の歴史と世界唯⼀の経験を有し
数多の優秀な⼈財を輩出

HISTORY

⻄洋医学の発祥地 世界唯⼀の
被爆医科⼤学 ノーベル賞受賞

下村脩名誉博⼠
（1928-2018）

④



本⽇の講演内容

1. 私がプラネタリーヘルスを着想したきっかけ

2. プラネタリーヘルスに貢献する本学の取り組み
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本⽇の講演内容

1. 私がプラネタリーヘルスを着想したきっかけ
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Crossdisciplinary
approaches for 

Planetary Health 
at NU
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With コロナからPostコロナの時代へ

プラネタリーヘルスに貢献する長崎大学の挑戦
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プラネタリーヘルス
とは何か︖

プラネタリーヘルス(Whitmee et al., 2015, Lancet)＝
地球（⽣態系）の健康＋⼈間（と⽂明）の健康

・２者は独⽴ではなく，相互依存的．
・前者の“賢い管理(stewardship)”で，後者を実現．
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SDGsの
その先へ

SDGs（Sustainable Development Goals︓持続可能な開発⽬標） ⑰



本⽇の講演内容

2. プラネタリーヘルスに貢献する本学の取り組み

⑱



研究

社会貢献教育

⻑崎⼤学はプラネタリーヘルスを中⼼軸とした知の連鎖で地球課題に挑む

19 ⓳



COVID-19が我々に与えた影響

オンライン
授業のみ

旅⾏ができ
ない

経済が⿇痺 医療体制の
悪化差別・偏⾒

⼈との交流
ができない

実習ができ
ない

影響は計り知れない・・・

情報の錯綜 精神的
ダメージ学会ができ

ない
スポーツが
できない
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4. 治療薬の臨床試験

1. PCR検査の拡充 2.クルーズ船での検査
および医療⽀援

3. ワクチン開発

PCRサンプル⾃動抽出機バイオセーフティキャビネット
と ⾃動分注機 コスタ・アトランティカ

（Photo by ⻑崎新聞社）

Development of Inhalable Vaccines

5-ALA inhibits 
SARS-CoV-2 infection in vitro

(オミクロン株にも有効)

 Specific Clinical Research
5-amino levulinic acid(5-ALA)

untreated 5-ALA

新型コロナウイルス感染症に対する本学の主な取組

⻑崎新聞社蛍光LAMP装置
（キヤノンメディカルシステムズ社製） ㉑



7/13~

新型コロナワクチンの職域接種
㉒
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ワクチン接種前後の抗体価の推移
抗体価の推移

接種前 7⽇後 14⽇後 28⽇後 12週後 24週後 36週後 3回⽬
接種後

2回⽬接種後(28⽇後)
22,341 AU/mL

3回⽬接種前(36週後)
951 AU/mL

3回⽬接種後
24,529 AU/mL(25.8倍)

3回⽬接種により抗体価が上昇し、オミクロン株に対する感染・重症化予防効果が得られると考えられる

⺠間企業と連携し抗体価測定→⼤学の研究が社会貢献へ ㉓
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新⼊⽣に対する
プラネタリーヘルス教育

EDUCATION

2021年度から「プラネタリーヘルス⼊⾨」を教養教
育の必修科⽬として開始

㉕
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教科書が出来ました︕

各学部の講師陣による監訳 ㉖



国名 学部学⽣ ⼤学院⽣ 研究⽣等 計 国名 学部学⽣ ⼤学院⽣ 研究⽣等 計
エジプト・アラブ共和国 4 4 中華⼈⺠共和国 55 136 42 233
オーストラリア連邦 1 1 ベラルーシ共和国 7(6) 7(6)
コンゴ⺠主共和国 9(3) 9(3) コスタリカ共和国 1 1
エチオピア連邦⺠主共和国 1(1) 1(1) ガーナ共和国 8 1(1) 9(1)
ナイジェリア連邦共和国 5 1(1) 6(1) インドネシア共和国 3(3) 1 4(3)
ブラジル連邦共和国 1 1 カザフスタン共和国 10 10
フランス共和国 1 1 ケニア共和国 6 2 8
インド 2 2 ⼤韓⺠国 33 5 7(2) 45(2)
イラン・イスラム共和国 1 1 マダガスカル共和国 2 2
パキスタン・イスラム共和国 1(1) 1(1) パラグアイ共和国 1(1) 1(1)
イタリア共和国 6 6 南アフリカ共和国 1(1) 1(1)
バーレーン王国 1(1) 1(1) フィリピン共和国 6(1) 6(1)
ベルギー王国 2 2 ミャンマー連邦共和国 11(5) 2(2) 13(7)
ブータン王国 1 1 ザンビア共和国 2(1) 2(1)
カンボジア王国 4 4 ジンバブエ共和国 1 1
スウェーデン王国 1(1) 1(1) セネガル共和国 1 1
タイ王国 5(2) 1 6(2) ロシア連邦 1 1
オランダ王国 16(1) 16(1) ベトナム社会主義共和国 21(8) 21(8)
ラオス⼈⺠⺠主共和国 5(1) 1(1) 6(2) シリア・アラブ共和国 4(4) 4(4)
マレーシア 8 4(2) 1(1) 13(3) 台湾 1 3 10 14

モンゴル国 2 2 英国（グレートブリテンおよび北
部アイルランド連合王国） 4 4

バングラデシュ⼈⺠共和国 7(5) 7(5) アメリカ合衆国 1 1
計 98(1) 284(45) 99(10) 481(56)

⻑崎⼤学の外国⼈留学⽣数 (2022年度)

( )は国費留学⽣を内数で⽰す。国名はアルファベット順。
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【⽀援内容】

1) 受け⼊れ⼈数
・⼤学院⽣ 30名程度
・学部学⽣ 10名程度
計40名程度の学⽣受け⼊れを⽬指す

2) 受け⼊れ学⽣へのサポート内容
⻑崎⼤学での教育、研究に加え、以下のサポートを実施する。
• （1）⽇本への渡航費の提供
• （2）住居の提供
• （3）⽣活⽀援⾦として⽉額5万円（予定）を当⾯1年間提供
• （4）⼊学料、授業料の免除
• （5）希望と必要に応じてカウンセリングを実施
• （6）希望に応じて，⽇本語教育プログラムを受講可能
• その他、必要に応じた⽣活⽀援も実施していく予定

㉘
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帯広畜産
大学

シスメックス
株式会社

国立環境
研究所

国際協力
機構
（JICA）

【協力部局】
長い伝統と世界レベルの実績を持つ熱帯
医学研究所を中心として，多様な分野
の学内組織からの支援体制。

【連係課程構成組織】
熱帯医学，国際保健を基礎とした
“グローバルヘルスヘルス”を教育・研
究の中核分野とするが，対応する課題は
地球規模課題となるため，人文社会系及
び理工学系の力の糾合して学環を構成。

原爆後
障害医療
研究所

教育学
研究科

プラネタリーヘルス学環
（連係課程構成組織）

熱帯医学・
グローバルヘルス

研究科

医歯薬学
総合研究科

多文化
社会科学
研究科

経済学
研究科

工学
研究科

水産・環境
科学総合
研究科

熱帯医学研究所

プラネタリーヘルス学環（協力部局） 情報データ
科学部

FFGアントレ
プレナーシップ
センター

国立感染症
研究所
（NIID）

ロンドン大学
衛生・熱帯医学
大学院
（LSHTM）

国立国際
医療研究
センター
（NCGM）

プラネタリーヘルス学環（連携機関）

【連携機関】
ロンドン大学（ジョイントディグリー専攻）
NCGM及びNIID（共に連携大学院）
卓越大学院プログラム（東大，北大，帯広大，シスメックス）
及び連携協定等（JICA，環境研）により強固な連携を構築している国内外
の世界レベルのパブリックヘルス教育・研究機関等からの支援体制。

北海道
大学

東京大学

⻑崎⼤学プラネタリーヘルス学環（Interfaculty initiative 2022.10〜）

＊熱帯医学の伝統→
・熱帯医学研究所
・熱帯医学・

グローバルヘルス研究科
⇩

プラネタリーヘルス学環

＊学位プログラム
・Dr. of Public Health

- 豊富な専⾨知識
＋政策実務スキル

- グローバルな課題

・将来的には
複数の学位PG

を構想
㉚



地球や社会が抱える課題を様々な専⾨知を駆使して検証、考察し、知の連鎖
を誘発させてこれまでにない、新しい知を創出する

特定の⽴場や、既存の分野、領域に捕らわれない複眼的視点で、課題に向き合おうとする姿勢
しなやかな思考⼒

新しい知的探求への挑戦

プラネタリーヘルスマインド

㉛



ご清聴ありがとうございました

㉜


